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I 問題提起

葛西 実

(I) 

インドの宗教的伝統における意味と歴史理解の相関関係はそれ自体問題で

あるが，ここでは現代イ，， r史に大きな足跡を残したマハトマ・ガYジーの
(2) 

意味の追究と歴史観のかかわりを明らかにしてガYジーの行動様式の基盤の

一端にふれることを意図している。

冒頭にガYジーの意味の追究と歴史観とのかかわりについての暫定的理解

を抽象的な形式ではあるが問題として提起しておきたい。

1. 人生の意味と歴史の意味は同一である。

2. 人生の究極的な意味は超歴史的・非歴史的であるが，同時に逆説的に，

社会における正常な秩序と密接に関連している。
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3. 歴史における希望の所在はA.聞と社会の歴史における完成の可能性に

あるのではなくサッテイヤとじての神にある。 t,たがって歴史の突然の崩壊

の可能性も否定できない。

( 歴史的未来像としてのアヒムサの人間・社会と歴史の崩懐の可能性と

の緊張関係は歴史における希望の所在が明らかになればーつの全体的な展望

のもとに位置づけられる。

5. 歴史変化の根元はサッテイヤであり，人間がなすべきことはサッテイ

ヤの導きを信じてサッテイヤに従って生きることである。サッテイヤの現在

に生きることによって歴史的行為の原則が明らかになり，行為そのものは，

内発的・包括的・大胆・喜・愛である。

6. ヒンドウの伝統的歴史観をふζめて一切の歴史観の絶対化は否定され

る。

7. ガンジーの史的意義の焦点として浮彫りにされることはガyジーは単

に一つの階級・民族の代弁者ではなし人間としての生きる意味を歴史の基

本的課題として受けとり，そしてそのことが同時に社会的秩序の問題である
(3) 

ことを身をもって示したことにある。ガγジーの歴史的普通性もここにある。

与えられた歴史的情況における人の生き方はその人の歴史観を探る貴重な

鍵になるがガ：／~－ の生涯は歴史に対する深い洞察に満ちている。

( 4) 

JI サッテイヤの追究

立こではガYジーの生活の基調一一ガyジーをガyジーたらしめている基

盤，ガYジーを支え導き，人生を生きるに価するものとしている意味ーーを

明確にしたい。

1. 実在・非実在・実験

一一歴史的現実の構造

ガYジーの50代の後半に書かれた E自叙伝』の「はしがき」と「別れの辞J

はガYジーの生きる姿勢が簡潔ではあるが明確に函かれている。そこに浮き

彫りにされているのはガYマーの歴史的現実の構造である。単純化して図式
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的に捉えると両極と一つの極から他の極への過程が歴史的現実を構成してい

る。このような歴史的現実は1925年の時点から過去三十年間意識され，さら

に生涯の終りの日迄継続している。

目的としての極はサッテイヤ，神と象徴的に表わされている。神は生きづC

いるという事実を可能にLでいる実在であり，サッテイヤであり，神との出

会いはガンジーの人生目的である。

。神のみが実在て、あfって，ほかのいっさいのものは非実在である・…・，，，

。わたしの生命のー呼吸ー呼吸をつかさどっており，私自身を生んでくれ

た神，。

。絶対のサッテイヤ，永遠の原則，すなわち神，q

。ここ三十年間なしとげようと努力し，切望してきたことは，自己の完成，

神にまみえること，入品守解脱に達することである吋

実在とし？亡の極に対している他の極は非実在であるが，ガYジーに。不断

の苦しみ。を与えるほどに強力である。この三寸7年間の努力に拘らず非実在

はガYジーを依然として妨げている。

。わたしを神から遠く引き離しているものが，内心に宿る邪悪な欲情であ

ることはわたしも知っている。しかし，それから逃げ出すことができな

いで。いる。

/ ；；前へと進んでいくうちに，わたしは，ときどき，絶対のサッティャ，神

をかすかながら見ることができた。。

これらの二つの極の聞にあって1893年頃から実在の極をサッテイヤに関す

る実験として意識的に志向しているが，この志向の動きは1893年以前にもさ

かのぼることができる。

。わたしの生涯は， （サッテイヤに関する）実験だけでできあがっている

のだから， －ー （自叙伝）のーベージーベージがみんなサγテイヤに関

する実験の話ばかりになったとしても，わたしはべつにかまわない。。

この志向にガYジーは生きカ？いを感じている。

。この目標（実在〕を追って，わたしは生き，動き，そしてわたしの存在
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があるのである。語ったり，書いたりするやりかたによるわたしの行為

のいっさいと，政治の分野におけるすべてのわたしの冒険は，同じ目的

に向けられている吋

この生きがいは生命をかけた追究であった。

。わたしはまだ神を発見するにいたっていないし，また，今も捜し求めて

いる。この探究のためには，わたしにとって最も貴重なものでも犠牲に

供する覚悟を持っている。たとえその犠牲がわたしの生命であったとし

ても，喜んでそれを犠牲に供するだろう。。

Lかも生命をかけなければ歩めない道である。
かムモ＇

Oこの道は直線で狭く，剃万の刃のようにきりたっている …。。

このような厳しさにも拘らずそこには平和と喜ひ’があった。

。修練こそ．わたしにえもいわれぬ神聖な心の平和をもたらしてくれた。。

。経験と実験とはわたしを励まし，そして大きな喜びを与えてくれた。し

かし，わたしの前には，なお，登るに困難な道がある。。

。この道こそわたしを悲嘆におちいることから救ってくれたし，わたしは

光に導かれて前進していったからであるH

厳しいが平和と喜びに満ちた実在への志向の道はアヒムサであった。

。サッテイヤを実現するただ一つの手段はアヒムサである・・・...,, 

0あらゆる実験の結果として，確信をもって，サッテイヤの全き姿を見る

ことは，アヒムサを完全に実現したのちにしかありえない……刊

アヒムサは愛である。

。普遍的な，そしてすべてに内在する真実の精神に直面するためには，人

は最も徴々たる創造物をも，同ーのものとして愛することが可能でなけ

ればならない。。

アヒムサは謙遜である。
ちりあ〈色

。ザッテイヤの探求者は，塵芥より控え目でなくてはならない。世の人は

塵芥をその足下に踏みつけている。しかし，サッテイヤの探求者はその

塵芥にさえ踏みつけられるほど，控え目でなくてはならない。そのとき
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にのみ，そしてそのときになって初めて，彼はサッテイヤをちらりと見

ることができるだろう。。

。人は，自由意志から，自分を同胞の最後の列に置くようにならないかぎ

り，救いはない。アヒムサは，謙譲の極限である。。

アヒムサは自己浄化である。

。あらゆる生命を持つものを同一視することは，自己浄化なしには不可能

である吋

。神は，心の清らかでない者には，けっして実現されないだろうd

アヒムサは生活のあらゆる領域で貫徹する。

。サッテイヤを追求する人は，あらゆる生活の分野から離れていてはなら

ないのである。 －ー・サッテイヤに対するわたしの献身が，わたしを政治

運動の分野のなかに引き込んだ理由である。。

。自己浄化は，生活のすベての歩みのなかの静化を意味するものでなくて

はならないd アヒムサの道標は相対的なサγテイヤである。

。この絶対の-lj-~ テイヤを会得しないかぎり，それまでは，相対的なサッ

テイヤと思ったものに固執していなければならない。その間は，この相

対的なサッテイヤをわたしの道しるべとL，楯としなければならない刊

実在と非実在の交錯しているサッテイヤに関する実験がガYジーの現実を

構成しているがこれらの相互関係は動的であり，実在の追究の深化に応じて

非実在との相克も厳しくなる。究極的には非実在の解消であり，実在として

の神，サッテイヤがすべてになり，非実在としての自己が無になることであ

る。神がすべてになり自己が無になることは世界からの逃避ではなく，生活・

文化・世界・歴史を根源としての神において全体として受けとり，一切のも

のとのかかわりのうちに生きることであり，このような生き方がアヒムサで

ある。ここでは生活・文化・歴史の全体が関われている。神，サッテイヤは

ん間生活を構成している諸次元・諸要素一一経済的・政治的・文学的一ーの

一つではなしこれらの諸次元・諸要素の自律性を支えつつ統合し方向づけ
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る根底であり，生活・文化の全体性回復の基盤である。｝こしかに象徴として

の神，サッテイヤの意味はガYジーにとっては実存的であり，無限であった

が，このことは単に心的な実在性を示しているのではなく，政治的・経済的

．文化的な歴史的諸情況の閉鎖性の拒否につながる。

このような歴史的現実の理解はどのようにして生まれ育てられたのであろ
(6) 

きか。 『自叙伝』にその過程をたどってみたい。

2. 宗教的伝統とサッテイヤ

i インドの宗教的伝統主意味

イギリλに留学する前に千ッTイヤを目的として既に意識し，実験の段階

にはいふていた。

。あるーつのこと一一徳はいヲきいの土台である。そLて，サヅテイヤは

すべての徳の実体をなすという信念ーーは，わたしの心のなかに深く根

をおろLた，サッテイヤはわたLのただ一つの目標となった。それは日

ごとに壮厳さを加え初めた。そしてそれに関するわたしの定義も，いよ

いよ広げられた。。

しかしながら当時のガYジーは神への生ける信仰を意識していなかったよう

である。むしろ無神論に傾いていた。したがって『自叙伝』ではサッテイヤ

に対する意識が神理解に先行していたことになる。

ガYジーのサッテイヤをただ一つの目標にする意識が生れる過程でイ Yド

の宗教的伝統とその伝統に意味を見いだして生きている人々とのかかわりの

しめる場は大きい。伝統と伝統に意味を見いだして生きている信仰者はガy

ジーの歴史的現実認識への契機として象徴的役割を果している。誠実・勇敢

・寛大な実務家としての父，清らかで敬虚な母の信仰の刻印は消えていなし、。

少年時代はど〈平凡で内気な性格であったが嘘には異常なほどに潔癖であっ

士。少年時代に接したシュラウァナとハリシチャンドヲのサッテイヤへの誠

実の物語はガYジーの心に生きつづけていた。 13歳の持の結婚はがYジーに

性を初め種々な問題をつきつけた。 Vェイグ.!Iリシュナ・メタプの交友で

腐食を試み，喫煙を愛好し，盗みもした。自殺も考えたこともあり，さらに
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売春婦のもとに連れてゆかれたこともある。盗みについて父への慢悔はアヒ

ムサの実物教育となり，この時の父との出会いはガYジーの忘れることので

きない出来事となった。父の死で明るみにでた。二重の恥厚。はとりかえし

のつかない汚点となった。ヴァイシュナヴァの宗派に生れ，幼時から宗教的

伝統にふれる機会を与えられたが寺院からは何もうるところはなかった。？

ヌ法典も無意味でガ；／；：／－の無神論を助長させた。 Lかしながら信心深い子

守の婦人の愛情をとおしてまかれた種子。ラーマナマ。はガYジーの貴重な

宗教的象徴となった。『ラーマヤナ』に傾倒する土台を父の病床で父の友人に
ど〈じゅ

よる『ラーマヤナ』の読請と説教を通して与えられた。ガYジー自身も『官

叙伝』で認めているが，少年時代にうけた印象は人格の形成に決定的な影し

を与えたようである。 。すべての信仰に対する寛容さ。も父母の生活を通響

て教えられているがキリスト教は唯一の例外であった。

英国留学以前には神h の生ける信仰を意識しておらず，むしろ無神論に傾

斜していたことは既に指摘したが，英国留学中，神の実在を意識してくる。

。そのころわたしは，宗教や神の本質，それから神が私たちのなかで，ど

のように作用するのか，などは知っていなかった。ただ漠然と，わたし

は，あの場合は神さまに助けていただいたのだということを了解した。

すべて試練のときに，神さまはわたしをお救いになった。希望がいっさ

い消えうせたときでも，わたしにわからないどこかから，とにかく助け

の手が差し伸べられたのであった。祈願，礼拝，お祈りなどは，迷信で

はない。それらは，食べたり，飲んだり，すわったり，歩いたりするこ

となどよりも，現実の行為なのである。それらのみが現実のもので，そ

のほかのいっさいは非現実である，と言っても言いすぎではないM

神とのかかわりに日常的行為よりもより深い現実を見ているのである。

このような世界理解・自己理解の変貌の過程で一つの継続として指摘され

ることは伝統の象徴的機能である。イギリス滞在2年目の終りに二人の接神

論者と共に初めて『パガヴァッド・ギーター』を読み初めた。その時に受け

た深い感銘の響きはいまだに耳に残っているとガYジーは述べている。そり
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感銘はますます深まり1920年代の後半には『パガずァッド・ギ｛タ l』はガ

γジーにとって十ッテイヤ理解の為の最良の書となった。さらに見過ごすこ

とのできない新しい一つの要素は西欧の宗教的伝統であるキリスト教との人

格的出会いが留学中に初まっていることである。マンチェ旦夕｛出身の善良

なキPR ト教徒に出会い， 「山上の垂司IJJを初めて読んで非常に感動し，ラ

ジコット時代に生れた偏見の一角が破れている。予言者としてのマホメット

を知るようになったのもこの頃であるといわれている。こうした宗教的伝統

との出会いを通して。宗教の最高の形式。は。自己放棄。であるという理解

に達しているが，これはヒ Y ドウ教の伝統のより深い理解でもある。

このような人類の宗教的伝統との出会いと同時にガンジーの生涯を通して

展開してゆくのが西欧一一西欧文化・西欧政治経済体制・西欧人ーーとの出

会いである。留学初期の経験から生れたどんなに試みても英国紳士になれな

いという意識はガYジーの同一性追究における1つのそーメ yトであった。

ii 異なる宗教的伝統との出会い

ラジコット時代のキFスト教ぎらいの一角を留学中の経験が崩し始めてい

ることが自叙伝にも読みとれる。南アフリカの生活では自叙伝の1章をキリ

見ト教との出会いにあてるほどにキリスト教理解も変化しているが，ガYジ

ーのサッテイヤ追究においてキリ R ト教は一つの意味をもっていた。

。（キリ旦ト教徒の友人たちが〕わたしの心の中に宗教的な探求心を目覚め

させてくれたことは，一生の思として忘れることができない。わたしは

つねに，彼らとの交友を思いだすだろう。。

キリスト者との交友はガンジーの生涯を通して一貫している。

1908年2月10日，ガYジーはアジア人登録法の件でバターγ族の一団によ

ってy:yチを受け，気を失った。その時，手厚く看護したのがイギリ Aのパ

プティエト派の牧師であったジョセフ・ J.ドーグと家族であった。

。ドーク民と彼の善良な奥さんは，わたしを完全に落ち着かせ，安静にさ

せておこうと懸命だった。・・・・ーわたしは，横になって静かに休むために，

かわいい少女だった彼らの娘オリーずちゃんに，わたしの好きな笑語の
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讃美歌「御恵みある光よ」を歌ってもらいたい，と書いて頼んだ。ドー

グ氏もこの歌が非常に好きだった。それで，わたしの頼みに徴笑してう

なずいた。彼は，手まねでオリーヴちゃんを呼んだ。そして彼女に，戸

のそばに立って，小さい声で歌いなさい，と言った。わたしが今これを

書きとらせているときにも，このときのすべての光景がまぶたに浮かん

でくる。そして，小さいオリーずちゃんの，小鳥のような歌声が耳に響

いているのであるd

ドーグは夜明けまで宗教の問題についてガソジーと話し合ったこともあった

が， ドークによるとガYジーの宗教は実践的で一切の行為の背景に宗教的実

在を見ているのである。ガYジーのサティヤグラハ運動はイスラム教徒，ゾ

ロアスター教徒，ヒY ドウ教徒が共通の問題を意識して一致し，自己受難を

通して人権を主張しており，キリスト教徒にとってはキリスト者として覚醒

されることが要求されているとドークは述べているが，タミノレ人の指導者タ

アムピイ・ナイドウが重労働のJflJで三度目の逮捕を受けた時，留守宅巳数日

後に出産をひかえていたナイドウ夫人を二人のイスラム教徒，ユダヤ教徒，

ヒYドウ教徒のガYジー，キ9；えト教徒のドーグが共に訪ねて祈り，励まし

たが，その時に与えられた印象はドークにとってはガYジーの宗教観の所在
( 7) 

を明らかにしている一つの体験であった。それぞれの宗教的伝統は異るが，

その差異にもかかわらず結ぼれている事実，このことを可能にしているのが

ガンジーにとってはサッテイヤの実在であった。

少年時代から次第に意識してきたサッテイヤの実在をキリスト教の伝統に

も見いだしてゆくが，との契機になったのはキリスト教の伝統に意味を見い

だして生きている信仰者との出会いであり，このことは他の宗教的伝統の場

合にも見られる。このような出会いがガYジーのサッテイヤ理解を深めたこ

とは注目すべき事実である。ガYジーに。永遠の印象を刻みつけた。『神の

国は汝自身のうちにある』もキリスト教との出会いで起ったことであった。

3. 西欧との出会い

西欧との出会いの衝撃はガYジーの人生行路の変化の一つの契機になった。



46 

留学を終えて帰国後間もなく起こった出来事ーーカチアヲノレのイギy；＜.人。

政治理事官との面会一ーは南アフリカ渡航の一つの理由になった。南アフリ

カ到着早々に経験したマリッツバーグの事件では人種偏見の問題に苦難を通

して直面することを決意する。この病根の根強きを個人的にも体験し，客観

的にもイ yド人の現情を通して知らされた。

。わたしは，南アフリカという国は，自尊心の強いインド人の来るべき国

でないことを知った。そしてわたしの心は，いよいよもって，どのよう

にしたらこの現状が改善されるのか，その問題でいっぱいになった。。

小さな試みを身近かなところから始めた。しかながら契約の裁判事件も果

したので帰国することになり雇主7プドウラ・シェートは送別会を開いた。

その折，ガンジーが手にした新聞の短評に「インド人の選挙権問題」が論じ

られ， 。選挙権事j奪の法案。に言及されていたが，ガyジーはこの法案を

。自尊心の根元に一撃を加えてきたもの。として理解した。送別会の参会者

の依頼に応じて公民権の問題の為にガYジーは一カ月滞在を延長することに

した。

。こうして神は，南アフリカでのわたしの生活の基礎を置いてくださった

し，民族の自尊心のための戦闘の種子をまか孔た。。

ガンジーは政治的・経済的問題としての公民権の問題に直面する人間の行為

の根源に神を見ているのである。ガンジーはイ γドの友人の希望にこたえて

ーカ月に限定しないで滞在をさらに延長した。

1894年5月22日にガγジーは友人達と共にナタノレ・イ γ ド人会議を誕生さ

せた。当初は不熟練賃金労働者，契約農業労働者は枠外にとどまっていたが，

会議誕生以来3, 4カ月にしての契約労働者パラスンダラムの訪問はその枠

組をはずす切っ掛けになった。

。パラ旦Yダラム事件は，すべての契約労働者の耳に聞こえた。そしてb

たしは，彼らの友人と思われるようになった。そしてわたしは，これを

歓迎した。その後，決まったように，契約労働者が事務所に流れ込んで

くるようになった。そしてわたしは，この機会を利用じて彼らの喜びと
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悲しみを学んだ，，，

ガyジーにとってはバラスYFラムの訪問はイ y ドの民衆に出会い，イ y F 

の民衆に結びっく機会となった。ガYジーはイ Yド人会議のメ yバーと共に

1894年8月の契約労働者課税法案の友対運動を組織した。この課税は世界中

どこにも類例のない殺人的，憎むべき税金であったとガγジーは述べている。

1896年，一時帰国して南7フりカに定住する為に妻子を連れてくることを

決意する。三カ年の南アフリカの生活はイ y F民族を知る機会となった。再

帰国の時，白人の9：／チに会ったが加害者の処罰を拒否する。 1899年，イギ

リス市民の義務として野戦病院隊を率いポーア戦争に従軍した。この経験を

契機にしてイ γド入居留民は組織され，契約労働者との関係も深まった。

。イ＂＇ r入居留民の閑に一大覚醒が起った。そしてヒYドウ教徒，イスラ

ム教徒，キリスト教徒，タミール人，グジュラート人，およびシ＂＇ r人

は，みんなイ γド人であり，同じ母国の子供たちである，という感情が

彼らの聞に深〈根をおろした。。

1901年， 32才の時，ガYジーは今後一カ年以内にイ YF入居留民が必要と

するならば南アフリカに帰るという条件で帰国する。この条件をガンジーが

受け入れたのはガ：／；／ーをイ yr入居留民に結びつけた神の。愛の綿系。で
あった。ガYジーは。人々の芦は神の声である。と感じていた。ガγジーは

民衆の聞に神の実在を意識してくるのである。ポYベイに定住する見通しが

たった時，南アフリカから電報で渡航の要請がきた。

。神は，けっしてわたしが自分で立てた計画を許したまわなかった，とい

うことができる。神は，ご自分のやり方で行いたもうた。。

としてこの要請に応じた。歴史の究極の支配者は神であるとの信仰はガYジ

ーの行為の基盤とLて現実となってきた。

『バガヴアット・ギター』の理解も深められ，ガγジーにとって『ギター』

は行為の。不可欠の指針。となった。 。無所有。にならないかぎり神に従う

ことはできないということがギターを通して教えられてきた。創造の神が妻

や子供を守ってくださるという確信のもとに生命保険契約を中止L，兄への
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送金をインド入居留民の福祉に使用するために中断したo 。家族。の意味が

拡大されたのである。神への信仰の深まりに応じて行動も厳しく，生活様式

も変化した。この傾向に拍車をかけたのがラスキYの『この最後の者に』で

あり， 1904年に開設されたフ aニックス農園はその一つの帰結であった。

1906年，ガγジー37才の時，ズーノレー族の反乱に際して， 。イギリス帝菌

は世界の福祉のために存在している。と確信してイ y ド人野戦病院隊を作っ

て参加した。反乱とは実際には罪のない村落での人間狩りであることを現場

で知り非常な苦痛であったが，仕事が負傷したズール人の看護であったこと

はガYジ｛の必に安らぎを与えた。この反乱で戦争の恐ろしさを身にしみて

感じている。仕事に従事している折，しばしば厳粛な静けさのなかで深い思

索にはいり，インド入居留民への奉仕に徹する為にフ・ラフマチヤリアになる

ことを決意する。 1906年の半ばにプラフマチチヤリ 7は一つの誓いになっ

た。プラフマチヤリアの道は。神の恩窃からのみ生れてくる。ので， 。神の

恩寵に無条件に身をゆだねなければならなしv と理解しているが，同時にそ

の道は各人が自分で見つけ出さなくてはならないL，その目的にむかつて努

力している時，そこにサッテイヤがあるという。プラフマチヤリアは。肉体

の節制。から始まり， O不純な想念。の排除を含んでいる。プラフマチヤリ

7実行の為の生活の変化の一つは。最も貧乏な人々の生活をすることだっ

たol／ こうした過程で根本的目的は。神にまみえること。であることをより

鮮明に意識してくる。弁護士という職業の面では。サッテイナに対する識実

さ。に徹してゆくことであった。人間として生きるに価する生活は自己が無

になり神がすべてになることであり，そのような生活の一つの表現は奉仕で

あり，その為にプラフマチヤリ7であることが必要であった。

1906年8月22日付のアジア人登録法案はガンジーにとっては。南アフリカ

のイソド人の絶対的な破滅を意味していた。。 1906年9月11日の民衆大会で

非服従を厳粛に決意L，この運宣言Jを。サッティヤーグラハ。と呼び始めた。

闘争継続の為にトノレストイ農場が開設された。 1913年D南アフリカ政府のキ

リスト教儀式以外による結婚の無効の判定は婦人の闘争に参加する契機にな
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った。計画に従って婦人達の－~まはニュ｛キャッ 2えんに行進して坑夫にスト

ライキをすすめ，坑夫はこれに応じた。逮捕された婦人達の刑務所生活は非

惨を極めており，遂に16才の少女サグアリアyマ・ R・ムヌスワミ・ムダリ

アルは命とりの熱病にかかって亡くなった。この少女が亡くなる二・三日前

にガソジ｛は言葉をかわしている。

。ガソジーは尋ねた。

「ヴアリアγマ，おまえさんは，自分の刑務所行きを後悔Lていないか？」

「後悔？ 私は今でも，もしまた逮捕されれば，喜んで刑務所に行きま

す」

とヴァリマYは答えた。

「だがね，そのためおまえさんが死ぬようなことになったら…・・」

とわたしは追及した。

「わたしは，そうなってもかまいません。祖国のために死ぬことをきらう

人がし、るでしょうか」

というのが，返答であった。。

ガyジーはずアリ 7＇／マの死をサッティヤへの証として宗教的に解釈してい

る。 。サッアィヤーグラハ教義の真髄。は。世界は，サッティヤあるいは真

実の岩床のうえに成り立っている。ことと， 。あるところのものである真実

は，けっして破壊されえないものである。という現実への信仰である。ガン

ジーにとってヴァリ 7＇／マの死は。絶対に純粋な犠牲。としてサッテイヤへ

の信仰の表現であった。

1913年11月6日，午前6時半，神へのお祈りをささげてストライキに参加

した労働者と家族は徒歩行進を開始した。

この行進には， 2037人の男子， 127人の婦人， 57人の子供か参加していた。

11月10日，労働者の巡礼の部隊はバルフォアから特別列車でナタノレに連れも

どされて炭坑に収容され，奴隷の状態に追ひ込まれたが就業を拒否した。ス

トライキ中に殺された坑夫もいた。

19日6年9月に始まったサッティヤーグラハ闘争はイ Yドλ居留民に多くの
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苦しみを与えたが， 1914年1月の「イYド人救済法」の可決で終結した。ガ

ンジーは自己受難のサッティヤグラハ闘争が解決への突破口を開いたと信じ

ている。二十一カ年の南アフ 9;iJの生活でガYジーは生涯の使命を意識する

ことになった。それは。祖国のための奉仕に身を捧げる。ことであった。広

い意味での西欧との出合いは祖国イ Yドの発見でもあった。ガンジーの自己

理解はイ Yド理解と密接不可分離になり，しかもこのイ Yドは拍象化，概念

化されたイ γ ドではなく現実に生きているイ Yド人であり，被支配者・被搾

取者として悲惨な情況におかれていたイ Yド人の大衆に焦点があった。

1914年7月18日，ガYジー四十五才の時，ロ γドY経由で帰国の途につい

た。現実認識の深まりと相応してサッティヤの追究があったことは明らかに

された。この現実認識とサッティヤの追究はガYジーの生活となった。ガY

ジーにとって生きることがサヲティヤの追究であり，生きることを還して現

実の深みに導かれていった。四十五才のガソジーはサッティヤに貫ぬかれ，

おしだされ，導かれながら歴史的現実への不思議な印として，残された三十

三年間の生涯を民族運動の闘士として終始した。母なる祖国イ Yドで生きる

基本的姿勢は四十五年間の生活の歩みを通してきずかれたのである。

(4）生きること

ガ：／＇／ ーの生きることの意味がイ Yド的様式に包まれていたが閉ざされた

ものではなく聞かれたものであったのは，ガYジーの文化的様式の基盤が超

歴史的な実在であったからであり，その結果，ガγジーの人生は宗教的な意味

で象徴的であった。この象徴のイメージは人間の生きている歴史的現実とし

ての実存的情況に人聞が導かれ，おしだされている特異な一瞬，歴史的情況

への隷属ではなく歴史的情況を廃棄して歴史的情況に生きる超越の現在の不
(8) 

思議なイメージである。このイメージはガγジーにとっては人間の自由を示

すモーメ Y トである。ガソジーの根本的関心事は自由であり，宗教的象徴と

してのガYジーの生涯の焦点、は歴史的・文化的様式の特異性を特異性としつ

つも破り聞いている自由にあった。ガyジーの生涯は人聞の生きることの意
(9) 

味を問ちていたが，今日もこの聞は文化的様式の境界を越えて生きつづけて



52 

Yジーの意味の追究で鮮明にされたことは人生の意味と歴史の意味の同一化
(14) 

であった。

(15) 

E 社会的秩序

原則的理解におけるヒYドウの宗教的伝統白特有の構造としての社会的秩

序は人聞が人聞になる為には人間的社会的情況と秩序が必要であることの強

烈な自覚である。カリ・ユガの神話は一切の還元主義一一合理主義，イデオ

ロギー，直訳主義，象徴主義一ーの枠組から自由にされる象徴的意識・象徴

的思考をもって受けとめられるならば人間としての基本的な聞が生れる為に

は人間的正常な社会的秩序が決定的に重要であることを示している。人間と

しての基本的な問いは非人間的情況で問われることは至難である。

歴史的には人間形態主義（anthropomorphism〕，存在形態主義〔ontomor-

phism），人格主義 (personalism）を包みこんでいる形式主義，伝統主義，

最近では近代化に伴う全体性・統合性を失った分化・分裂によってヒYドウ

の宗教的伝統はゆがめられてきたが，それにもかかわらず超越の伝統として

のヒンドウの宗教的伝統が生きていることを否定できない。ラーマグリシュ

ナ， 7ウロピイ：；／ i:，ラマナマハリシ，ガYジーは現代における生きた印で

ある。カリ・ユガの神話の脈絡のなかでも非人間的情況にもかかわらずかぎ

られた人々は人間としての基本的な聞にうたれているのである。

英国支配はヒYドウの宗教的伝統を根底からゆさぶりつつ外国支配，キリ

スト教，近代化の挑戦として展開した。キリスト教・近代化の挑戦に対する

ヒγ ドウの応答は主として同化・総合・調和的な共存であった。 19世紀にお

いては一般にヒンドウ・ノレネサγ旦としてこの動きは捉えられ，具体的には

信仰復興運動，宗教的・社会的改革主義として20世紀のインドの同一性追究

の展望をひらいた。キリ見ト教に対してはキリスト教への改宗の必然性を宗

教的・文化的・社会的に無意味にしてキリ見ト教の影響を周辺的なものにと

どめた。しかしながら世俗的・技術的世界観を基盤にして自己目的化した自

足的知識にたっている近代化はヒγドウの宗教的伝統を根底から否定してい
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ガγジーの生活には独特のスタイルとリズムがあるが， 。アポフアティズ
(11〕

ム。としての沈黙はその一つの例である。沈黙がガYジ｛の生活のリズムの

始点であり，帰点であり，このような回帰を通してガYジーの生き方は根源

的に変えられていった。このようなリズムが公的になってくるのが，アシュ

ラムに基点をおいた1915年以来のガyジーの生活である。ガンジーにとって

はすべての自由の根源がサッティヤとしての神なので，自由とは神がすべて
(12) 

になり，自己が無になることであった。この自由は一切とのかかわりなので

ガyジーの沈黙も生きることの一つの面であり，個人的ではあるが私的では

なかった。ガYジーは全体性の世界に生きていたのである。

アヒムサはサッティヤにある創造的な行動の包括的概念であるが，自己の

理解するサッティヤに自己の全体をかけることと同時に自己の理解するサッ

ティヤの相対化，他の人格の尊重という二律背反的緊張関係を内に含んでい
く13)

Tこ。サッティヤにあってはすべての人が兄弟姉妹なので，何よりも自由を抑

圧する体系のにない手として自己が問題になり，ガンジーにとって7ヒムサ

の最大の戦いの場は自己であった。 7ヒムサの意図は抑圧者・被抑圧者の自

由であったので個人或は集団を敵として設定することぬ不可能であった。ヒ

ムサ（暴力〕の世界における7ヒムサの貫徹は自己を無にする自己犠牲，自

5己苦難を通してのみ可能であるという非合理的な理解が生れてくる。たとえ

兄弟をヒムサによって倒しても本質的にはアヒムサの機構或は体系は変らず，

むしろ硬直化し非人間化への傾斜を深めるとガンジーは理解していた。アヒ

ムサの人はヒムサの世界に身をさらして，ヒムサにうたれながら生きる以外

に道はなかった。ガYジーのナウカリ行脚はその典型的な例であった。ガY

ジーの死は自己受難の極点であったが，ヒムサに捕えられたイ γドの為に生

きる唯一の残された道であった。サッティヤの追究が人生の根本的問題にた

るにしたがってガyジーにとって自由の根元の顕れとしての歴史の意味は根

本的危機的な問題となったことは自己理解がイ Yド理解・世界理解と不可分

であったことから明らである。自己理解と歴史理解は相即不離であった。ガ
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ることを十分に認識しないでヒンドウの宗教的伝統の同化・総合の能力と可

能性が安易に信じられてきた。その結果のーっとして指摘できることは超越

の伝統の根底にある自由は失われ，ヒシドウの宗教的伝統は合理主義，心情

的復古主義，宗教的感情の政治化，熱狂主義，儀礼主義によって根なし草の

ような人生の無意味さと性格を覆いかくすようなことになった。ヒ y ドウの

宗教的運動にみられる心情的陶酔はしばしば宗教的伝統の非社会化，私的な

隔離された生活の領域への逃避を意味し，ヒ Y ドウの宗教的伝統の特有の構

造は否定されている。宗教的伝統の慣習，非社会化，孤立した区分化は英国

支配以前の問題でもあった。

外国の直接支配としての英国統治の挑戦に対する基本的応答は民族運動で

あったが，その主流を占めていた国民会議派は次第に質的な転換をとげた。

その契機は単に外的な英国支配とのかかわりだけでなく内的相克関係でもあ

り，ガンジーが南アフリカから帰国した当時の国民会議派の内的緊張はゴー

カレとテイラクの立場によって代弁されていた。前者は改革的・世俗的・非

宗教的民族運動，後者は宗教的・社会的復古主義的な民族運動の立場を代表

Lていたが，この相克はヒYドウとモンレム，エリーテと大衆，一般大衆の

貧困，英国統治からの脱却を共通の問題とLて内に抱え込んでいた。

ガγジ｛は英国支配の挑戦をどのように受けとめたのであろうか。より限

定して考えるならばガYジーはゴーヵーレ，テイラグの継承者として国民会

議派の民族運動に決定的な影響を与えたが，ゴーカレとテイラクによって代

表される相克の突破口をどこに求めたのであろうか。
(16) 

ガンジーの応答は三つの領域に明確に探ることができる。第一は国民会議

派運動の基盤である。教育を受けた上流・中流階級のかぎられたエリーテを

国民会議派は運動の基盤としていたがガγジーはこれを大衆に転換させよう

と試みたのである。ガYジー登場後，国民会議派は大衆による民族運動とし

ての性格を強めてきた。第二にインド民族運動の質的普遍化である。ィ γド

の民族運動を圧制者・搾取者に対する被抑圧者・被搾取者の闘争として世界

的性格をもたせた。ガYジーにとってインドの民族運動は全世界を包含する
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普遍的・人間的運動の一環としてのみ意味をもっていたのである。イ Yドの

民族運動はイ Y ドの独立のみならず公正な世界秩序の確立を目的としている

世界史的運動の一端をになうべきであった。これら二つの領域で明らかにさ

れたことはイ：／ Fの同一性（identity）と統一（unity〕の基盤であり，その基

盤にガYジーは民族運動に展開している相克関係超克の可能性をみいだして

いた。被抑圧者，被搾耳王者としての一般大衆を民族運動の基盤にしてそこに

生まれる普遍性を人間の歴史の新しいドラマの基礎にしたのである。

かかる普遍的目的達成の為にガンジーはインドにおける政治的活動の質的

転換を試みたが，これが第三の領域である。社会秩序の基礎としてのサヲテ

イヤ，社会的・政治的ダイナミックスとしての7ヒムサによって示されるガ

ンジーの原理は目的と手段の調和と統合によって権力政治の精神化を意図し

たのである。政治の精神化はガンジ｛が道徳的・精神的社会秩序は人間生活

にとって必須不可欠なものであるという洞察に基づいているヒンドウの宗教

的伝統特有の社会的構造を真剣に受けとり，超越の伝統の新しい社会的様相

をいかに誠実に求めたかの証左て、ある。しかしながらガンジーが基本的課題

として意識したことは人間の意味の問題，人間の精神的面まであることはく

りかえすまでもない。

この基本的意識はガンジーの経済的領域とのかかわりのうちにも明白であ

7.;,(:7) if：／ジーは超越の伝統の立場にたって自己目的化した自足的な産業化を

拒否した。産業化によるイ Yドの伝統的家内工業の崩潰，大衆り貧困，植民

地化による搾取は西欧に展開した産業化に対するガYジーの根本的聞の契機

になり，現代の産業化の潮流に抗してインドの特殊性に即した経済的問題の

解決の重要性を意識していた。ガγジーは近代文明における産業化を。獲得

の社会。（acquisitivesociety）と規定し， 勾ド獲得の社会。（nonacquisi-

tive society〕に問題解決の方向をみいだしていたが，このことは人間的価値

に経済的活動を従属させるととであった。

ガYジーの最少限度の産業化のイデオロギー（minimumindustrializa-

ti on〕は、非獲得の社会、実現の為のインドの経済的・政治的特殊情況を考
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慮したガンジーの基本的経済観であり，一般大衆の貧困の抑圧からの解放を

目的としていた。経済活動の参加者としてのインドの大衆のかかえている問

題のイ γド的特殊性をガYジーは直感していたのである。

大衆の貧困と関連してガンジーが直面したイ y ド経済の特殊な情況は労働

力の過剰，小規模の農業，イ Y ド園内における南北問題であった。これらの

4問題に農民の意識を問う多商な活動をとおしてガンジーはとりくんでいった。

ガYジーの経済的活動は多彩で包括的であるが，現代の傾向とは全く異なる

方向を示している。欲求の単純化と制限，大規模な技術の極端な制限，大量

生産の手工業的生産への従属，国家権力の極端な制限，経済的な自給自足の

村落共和国，賃金の平等の主張はその端的なあらわれである。ガYジーが時

代に逆向し抵抗したのは，現代の産業化に人間性と人間的社会秩序崩潰の決

定的危機をみていたからである。

IV 歴史観

この小論の胃題にガγジーの意味の追究と歴史観とのかかわりについての
又

暫定的理解を問題として提起したが，自己理解と歴史の意味，超歴史的・非

歴史的究極的な意味の逆説的な現在と正常な社会的秩序との関連については

これまでの論述でふれてきた。歴史の意味はきわめて実存的な生きることの

周題であるが，この史実性とここに浮き彫りにされてくる人間と人聞の歴史

についての知識の正当な評価は決定的に重要である。この課題の無視と拒否

は過程における人間の実存的情況・実存的見解を見落して還元主義の虜にな

り，文化の根源を否定する結果を招くことになる。このことはガYジ一理解

について最も留意されなければならないことである。

超越の伝統の視点から正常な社会的秩序の必要不可欠なことをガγジーが

J認識し，その実現の為に精魂を込めたことは玩に指摘したことであるが，こ

のことは歴史的社会秩序の絶対化を意味しない。ガYジーの正常な社会秩序
く18)

の理解は変化し，次第に急進的になってきている。正常な社会秩序の新生の

為には混沌の火の必要性も直視したが，実践の段階ではアヒムサの原理が貫
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(19) 

徹してくるので複雑な曲折を緊張のうちに画いている。特に人聞の自由を阻

害する内なる，外なる抑圧の現実に対して7ヒムサがどのようにかかわるか

はガYジーの生きることの中心的関心事であった。

歴史における正常な社会秩序はガγジーの歴史的未来像を彩り，その背後

に楽観的・歴史的進化論の図式を予担させる。事実，多くのガYジー研究或
(20) 

はガンジーの伝統に生きる人々の信念と見解はこのことを実証している。歴

史的未来における人間・社会の完成の可能性と実現性を信じ，そこに歴史に

おける希望の所在をみいだしている。たしかに現実は暗い，しかしながら現

在に堪えることによって明るい未来は閲かられているのである。人間の歴史

を検討するならば進化の跡が歴然としているではないか。神が信じられなけ

れば人聞の可能性を信ずべきである。神への信仰或は人間への深い信頼から

歴史的未来の可能性をガγジーは予見していたと考えられている。

しかし，かかるユートピアとしての歴史的未来像はガγジーにとって幻想

にすぎないとガンジ｛のナウカり行脚のセグレタリとして働いたN・K・ポー
(21) 

スは主張している。ガYジーにはエグソテリック・エソテリッグな歴史観が

あり，歴史的未来像は前者に属し，これは歴史に堪える為の励ましであり，

神が人間を行動にかりたてる為の誘惑にすぎないとポースは極言している。

エソテリックな立場からは歴史の突然の崩潰の可能性も残されているのであ

る。神は言語に絶する悲惨な情態を歴史の未来に具えているかもしれない。

ポースの見解は現在の段階では異端的であるが，サッティヤのみに希望をも

って生きぬく姿勢の厳しさがif＂／ ジーの晩年の孤独と孤高の瞬間を共にした

ポースの理解に生きている可能性を否定できない。歴史的未来像はボースの

ように神の誘惑であると考えるよりはナラヤy・デサイのように超越の現在

に生きぬく生き方を通して与えられる歴史的にあるべきアヒサムの人間と社

会の洞察であり，超歴史的・非歴史的意味の歴史的情況とのかかわりの理解

であったと解すべきであるように思われる。この理解が妥当であるならばガ

Yジーの歴史的未来像はあくまでも相対的であり，ここに歴史の希望の所在

はない。
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歴史の意味と希望を神にみいだすガンジーの信仰は一切の歴史観の絶対化

と歴史解釈の還元主義を否定する。意味の追究者としてのガγジーには意味

に開かれ，意味に生きることが自由であり，この恵としての自由は自己が無

になり神がすべてになる実存的情況の過程であった。この過程で生まれる自

己理解・世界理解は変化し相対的であるが，サッテイヤとしての神とのかかわ

りが相対的理解の変化と超克の軌跡の根底に生きていることを無視できない。

特定の限定された歴史的情況はガγジーの実存的情況においては永遠の現

在の問題として超歴史的非歴史的な意味に聞かれ，貫かれていた。このこと

は歴史的情況からの逃避ではなくサッテイヤとしての神の顕現の場として歴

史的情況を受けとることであり，かかるサッテイヤに関かれた歴史的情況が

ガYジーの歴史的現実であった。ガンジ｛の行動様式の基盤は歴史を破り開

いているサッテイヤの現在であった。サッテイヤの現在に閲かれていない歴

史的情況はガンジーにとっては人聞の自由吉根底から阻害する抑圧体系への

人間の従属であり，歴史的現実ではなかった。サッテイヤを拒否する歴史的

情況は人聞が神になり，特定のイデオロギー，宗教，文化，民族，国家，心

情，集団が絶対化される人間性喪失の世界であり，イ Yド的表現ではマヤD

世界となる。ガYジーはさらに産業化への人間の隷属をみていた。

サッテイヤを基盤とし，サッテイヤを行為の原則としてのアヒムサに貫か

れた生き方の理想像は答を所有しないこと，或は答を所有できないことを知；

りつつ，他者と共に待望し，愛L，忍耐し，心をひくくして共通の畠を耕す

ことである。このような7ヒムサの生き方にとって歴史的情況はかけがえの

ない自由への契機となり，人の深みにおける出会いとなる。ガγジーの生涯

は歴史を廃棄Lつつも歴史に生き，歴史に従属しない自由・愛・忍耐・喜び

．希望への証であった。

V 結論

ガンジーの意味の追究と歴史観のかかわりがこの小論の主題であるが，研

究の過程で次第に不可避なこととして鮮明にされることはガYジーとの出会
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いである。閉ざされたガンジーではなく象徴として，今，この時，歴史を開

き破っている自由の顕現，そこに人生と歴史の究極的な意味があると指摘し

ているガγジーである。裸のガYジーと自由のイメージが重なる。そのガy

ジーは貧困・悲惨・不正義にいためつけられたインドに生きぬいたのである。

とムサの一撃でこの世を去った。しかし不思議なことに，ジャワハノレラノレ・

寸リレーが悲痛な憶にうたれつつガYジー暗殺の悲報を一般大衆に伝えた放送

に示されるように自由は生きている。自由は永遠なのだ。ガYジーはインド

の自由の伝統だけでなく世界の自由の伝統を明るみにだしている。このよう

なネルーの理解に加えて，歴史が消滅しても自由は生きると附言しておきた

い。この理解はガYジーの信仰である。

ガYジーの歴史観からこのようなことを読みとることは学問の領域の外に

でることであろうか。否定的な反応は異った学問の分野に属するガγジーに

ついての最近の研究に目を通すならば慎重にならざるをえないであろう。事

実を事実として理解することを学問の基本的課題，学問の厳密イ生・厳格性と

する自覚は安易な還元主義に批判的になってきているが，このことはガYジ

ー研究，ガYジー理解においても意識されている。政治的・経済的因果関係

では説明のできない事実がガンジーの生活には残っている。その事実が意味

の追究であり，その過程で明らかにされてくる自由の理解である。この自由

は政治的経済的体系にかかわるけれども，それらの体系の所産でないことは

既に言及した。

自由のイメージでサッテイヤとしての神とならんで重要な象徴は無である。

この無は自己が無になって初めてサッテイヤのみが実在であることが明らか

になり，歴史的現実はサッテイヤとのかかわりなしに理解できないことを示

している。サッテイヤの視点、から歴史をみていくのである。象徴としての無

を意識しているガYジーは独自の行動様式を展開しているが，その原則は愛

であり，無の象徴は明らかにガyジーにとっては人間・民族・人類の全体性

回復の基盤を指し示している。このことは歴史的情況によっては左右されな

い現実であった。この現実を無視した一切の志向に非人間化の過程一一暴力
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－抑圧・増悪・分裂の原則の貫徹ーーをガyジーはみている。そして自らの

うちにこの非人間化の原則の重みをしっており，ガYジーの生涯は不断の戦

いであった。しかしサッテイヤの現実はガYジーを喜び，勇気，愛で満た1...-,

暴力・抑圧・増悪・分裂に対する道としてガYジーに自己受難の道を開いた。

まことに驚くべき生涯である。

注（1) インド入学者による西欧IL展開した学聞の方法論と成果の批判的受容を還

してりインド町分析は歴史り無限に複雑な情況を明らかにLつつある。マル

クス主義者としてO)D・D・コーサンピー白インド古代史研究，社会学のラ

クナウ学派の異端者， A・K・サラン白マノレタス ウェーパーを意識して。

ヒンドウ教と経済的自主展，近代北についての論究はその具体的な例である。

D D. Kosambi, Ancient India. (NewYork, Rondom House, 1965) 

A K Saran, 1.“Relig10n and Sosiety", Religion, Kuituγuud sozialer 
Wandel. lnternationales Jahrbuch ffir Religionssoz10-

log1e, Koln, 1969. 

2.“Hmduism and Economic Development in India”Aト
chives de Socio/ogie des Religions, Paris, 1963. 

3“The Marx阻nTheory of Social Change" Inquiり，
Oslo, 1963. 

4“Soczology m India", C.加temporarySociology (New 
York, Philosophical L1hvary, 195め

(2) 3ゲンジーの歴史観についての論究はガンジー研究町宮点になっていること

は驚くべきことである。 『ガンジー・マルク’』にも単独り論文としてはR・

N・7イヤーの一点だけである。 J.シドレマの『ガンジ一文献』にも歴史

の項はない。インドり宗教は伝統的にはM・エルアーデ， A・K・サラン，

A・K・ クウマラスワミイが指摘するように時聞のもつ問題を根底的に意識

していたとするならば，こり伝統的時聞の意識に大きな変容がおこったりで

あろうか，伝統的視点にたつならば歴史の意味は単なる知的な問題ではなく

実存的な聞いである。ガンジーり歴史意識を無視してのガンジー白歴史的評

価は全体的な展望を見失うことになる。

Raghavan N. Iyer, "Gandhi’S Interpretation of History九GandhiMarg, 
Vol. 6 , No. 4. (New Delhi, Gandhi Peace Foundation, 196わ

Jagdish Sharma, Mahatma Gandhi : Bibliography. (Delhi, S. Chand 

and Co , 1968) 
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Mircea Eliade, Cosmos and History(New York, Harper and Row,1959) 

Images and Symbols, (London, Harvill, 1952) 

Yoga, (New York, Pantheon, 1958) 

The Sacred and the Profane (New York, Harper & 

Row, 1959〕

A. K. Conma田swamy,Time and Eternity, (Ascona, 1947〕

Hindmsm and Buddl11Sm, (New York Phtloso・

ph1cal Library) 

(3〕 A・K・ サヲン，ロパート ベラー， R・C・ゼーナ，エリック・エリッ

クソンは異なる視点にたち，異なる学問的分野に属しているが，ガンジ－（｛）

史的意義に関しては交錯するところが大きい。

A K Saran, 1“The ProblemヘSeminar46, Bombay June 1963. 
2. "Gandhi and Our Times" Studies in Comport叩e

Religion, Bedfont (England), Autumn 1969. 

Robert N Bellah，“Transcendence m Contemporary Piely'', ＇‘Religion 

and Beliefぺ“Introduction”and"Religious Evo・
lution”. Beyond Bel日if， 〔NewYork, Harper & 
Row, 1970) 

R C. Zaehner，“Introductionヘ“Dharma"and “Yudh1shthira Retur-

ns・”Hinduism (London, Oxford Unirersity, 1962) 
Enk H. Erikson，“The Leverage of Truth＇’Gandhi's Truth〔New

York, W. W Norton, 1969〕

(4〕 この章の基本的視点と枠組みは主としてw・c・スミス， R・パニカ， M
・エリアーデ， R・ベラーの研究D成果E影響されているが，スミス白歴史

観，信仰と伝統り歴史としての宗教史・世界史，三段階自過程を通してり宗

教的・人間的現象。理解はこり章白背景にある。パニカ白人類D宗教思想史

展開にみられるアポフアテイズムと根元的相対性はガンジーに人格化され，

パニカD新植民地主義批判はがンジーに直感的IC把握され，具体的に運動と

して展開したことは容易に跡づけられる。エリアーデの歴史的文化的時有

田様式とそれを支え，聞き，破っている普遍性白現在と歴史主義0否定はガ

ンジ－（｛）イメージと重なる。ベラ一自社会科学的宗教研究の視点として象徴

的意議・象徴的現実主義は宗教と社会科学のあいだD意義であり，こDあい

だり意議は細分化L，分裂した文化学問。全体性・総合性恢復由基盤になる
可能性がある。

Wilfred Cantwell Smith, Thd M白ningand End of Religion. 

(New York, The New American Library, 1964) 
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Raimundo Panikkar，“The European University Tradition and Rena-

scent World Culturesぺ
CりmmvnioViotorum, Praha, Jan-Feb, 1968. 

“The God of Bemg and the Being of God" 
H町四rdDivinity Bulletin Cambridge, Spring, 

1968, 

Mircea Eliade，“A New Humanism”． 
The Quest.，〔Chicago, The Umvensty of Chicago, 

1969) 

R N. Bellah，“Between Religion and Social Science” 
Beyond Belief. 

(5〕 インド文化人類学の長老， N・K・ポースのがンジー研究はこり点を明確

にしている。

N. K Bose, Studies同 Gondlttsm,

(Calcutta, Indian Associated Publishing Campany, 1947〕

Selections from Gandhi 

(Ahmedabad, Nava11van, 1948〕

(6) 蟻山芳郎責任編集訳『ガンジー自殺伝』中央公論社，昭和42年発行に限定

して検討するロ

(7〕 Joseph J Doke, M. K Gondlti (Vaγ・anasi, Sarva Seva S出店It, 1959) 

初版は1909年であるが，特に第21章“ReligionsViews”を参照している。

(8) ガンジ－11)共労者であるチャンドランシャンカル・シユクラ白『ガンジー
。人生観』は歴史的情況の廃棄と歴史的情況に生きるガンシーの生活白基本

的イメージを知る貴重な資料の一つである。

Chandranshankar Shukla, Gandhi's View of Life 

(Bombay, Bharatiya Vidya Bhavan, 1952) 

心理学的還元主義の印象は受けるが，エリックソンの指嫡するガンジーの危

機的情況に自由白イメージは生きている。特にエリックソンの『ガンジ－11)
真理』白エピローグは逆説的自由のイメージを見体的な歴史的情混で再現し

ている。ガンジーの『自毅伝』はこのイメージに関する豊かな資料である。

M. K Gandhi, A叫obiograp/iy,(Washington, Public Affairs, 1948) 

(9〕 J・ネルーは書も劇的な例D一つであるがマハデプ・デサイのカ’ンジーと

の静かなかかわりは注目10価する。エリックソンの研究はケース・スタデイ

として示唆に富んでいる。異なる文化・伝統に属する例としてはC・F・ ア

ンドルズがあげられる。

Jawaharlar Nehru, Toward Freedom 
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(Boston, Beacon, 1958〕

The Discoiery of India 

(New York, John Day, 1946) 

Mahadev H Dessai, Day.To・DayWith白ndlziVols. 1-6 

(V aranas1, Sarva Seva Sangh, 1968-1970〕

現在迄デサイの日記は六巻出版されたが完結した場合，十宜巻になる予定で

ある。

K. L. Seshagm Rao, Mahatma Gandhi日＜dC. F. Andrews 

(Patiala, Punjabi Univ. 1969〕

P. C. Roy Chaydhry, C. F. Andγews 

(Bombay, Somaiya, 1971〕

ガンジ一四運動の経済的側面を最も良〈理解L，ガンジーにその面の全権を

委託されるほど信頼され，実際にガンジー四期待ICこたえてガンジー由経済

的側面の運動りにない手になったタミル白キリスト者， J.c・クマラッノマ
も忘れることができない。

Kaka Kalelkar，，“J. C. Kumarappa・As !know Him" 
Gandhi Masg 45 Vol 12, No 1, January 1968 

クマラッパ自著作はヵ・ンジーに高〈評価され，必読IC価する香としてガンジ

ーIC推薦されていた。過激派として民族運動に参加したカアカ7・カレエル

カJレがインド町農民自貧困からの解放白為l己ガンジーと共l己全く献身した人

として感動をこめてクマラッパを画いている。

(10) 多くの例が指嫡されるがここでは手掛りとして次り文献をあげるにとどめ

tこし、。
S. Radhakrishnan, edited, Mallat剖aGandhi 

(New Delhi, Gandhi Peace Foundation 1968) 

G. Ramachandran and T K. Mahadevan, edited, Gandhi 

(New Delhi, Gandhi Peace Foundation, 1967〕

(11) パニカ白アポフアテイズムとして白沈黙とエリックソンの無町分析はガン

ジーの意味の追究の過程ICおける沈黙のもっている単沌きと重さを示してい

る。沈黙の事実を無視してガンジーは考えられない。

(12) この自由の理解はガンジーの生涯の核をなしている。ガンγ－Q)生活， :If
ンジ－Q)多く0同労者逮の体験の否定を通して，こり単純ではあるが中心的
な事実を無視することができる。

Pyarelan, Mahatma. Gandhi-The Lost Phase Vols I I! 

〔Ahmedabad,Navaj1van, 1958〕

(13〕 ガンジーの世界白根本的問題に対する洞察はするどく厳しいが， 7ヒムサ
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はそり一つである。自由な人間由行為。原i.lltlとして11)7ヒムサは生活を構成

する各領域で問われる問題である。しかしながらガンジーり意に反してアヒ

サムは単なる政治的手段とLて理解される傾向にあったことはガンジー自身
が体験している。

Thomas Merton, Gandhi on non -Violence 

(New York, New Direction, 1964) 

M. K. Gandhi，品。non-Violence 
(Ahmedabad, Navajivan, 1960) 

(14) この理解はスミスの信仰的理解であるが，私も同じ現点にたっている。

W. C. Smith，“Traditional Religion and Modern Culture" 
The Impact of Modern Culture四 T同ditionatReligi即時

(Leiden, E. J B口ll,1968) 

“Faith and Beliet＇’ 
Pubhc Lecture, University of Toronto (1968) 

Unpublished Manuscript 

(15) こり章の基本的現点と枠組み0設定!CA・K サランり影響は著しい。枠

組白内容としてり基本的資料は前述のN・ka ポース町著書である。最近白

インドにおける研究り傾向。一端を知るにはシムラのインド高等研究所。

『ガンジー』が有益であったが，特IC次町二つのセクションを参照した。

S C Btswas, edited Sec, C 

“Gandhi's Economic Ideas and their Implementation" 
Sec, D 

"Gandhi’s Political Ideas and Morement" 
Gandhi: Th回 ryand Practice, Social bηpact and Contem-

porary Re／，即•ance

(Simla, Indian ,Institute of Advanced Study, 1969) 

全般的ICインドでは依然として産業化が至上命令なりでガンジ－11)反産業
化の立場応対する批判はきびしく，この傾向は職業的経済学者に強い。ある

程度の産業化が達成されたら展望が開けるというインド自公的神話はガンy

ーの全体性を意識した自治体としてりインドの農村。確立と国家権力の解消

を基本的IC問題としていない。あまりにユートピ7的で職業的政治学者はこ

り問題に概して無関心である。ガンジーは現代。趨勢から遊離しているとい

う感じがインドり知識人の本音であるかもしれない。現代インド白父として

3ゲンジーを尊敬しつつ現実においては無関係であるように息われる。

(16〕 こ自分析ではJ・ネルーに深〈影響されている。特IC『インドの発見』は
冷静に読むことは不可能である。
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(17) いわゆる近代経済学り視点、から，ガングーの経済観り批判としてのラジ・

クリシュナ，マノレタス主義的視点からガンジーを積極的に評価しようと試み

ているp.・ c・ジョシーの論文はガンジーD反産業化がガンジ一白運動の経
済的側面におけを問題の焦点であることを明らかにしている。

Raj Krishna，“Some Reflectios. on Gandhian Economics・” 
白9包dhz(S1rnla, Indian. Institute of Advanced Study, 

1969〕

P. C. Joshi，“The Relevance of Gandhi for Indian Development" 

・.The Indian J<仰向ialof Sociology Vol. ・i. No. 2. September 

1970; 

しかLいずれもカ・ンジーの基本的視点、一一超越的・伝競的視点からのオート

テリックな産業化。拒否ιーば論述。対象とじて浮かびあがっていない。

(18) Jレイス・フイッシヤ－0)『ヵ・ンジー』の第20章「政治の外IC」は要約的に
こり急進的な傾同iピついて述4ている。

Louns Fischer, The Lポeof Mohdlina Gandhi ' 
(New・ York, Harper, 1950〕

(19〕 ネーノレ自『インドの発見］ 0)第9章の6, 「真珠湾以後，ヵ・ンジーと7ヒ

ムサ」にネーノレの理解するヵ・ンジ－0)曲折の苦悩が面かれている。
αo〕 ここでは二つの例をあげるにとどめる。
Buddhadeva Bhattacharya, Eiolution. of the Political Philosophy of 

す Gan.dhi(Calcutta, Calcutta ~Book House, 

1969) 

Vishwanat P回目dVarma; The Poli百四IPhilosophy of Mahatma Ga-

ndhi and ・Sa問。daya 

(Agra,. Lakshmi Nara in Agarwal, 1965) 

(21〕 N K. Bo略“＇.Gandhiand Lenin＇’Studis in Gandlnsm 


